
連続ドラマ 作品タイトル

『偶像師』

故人のAI、作ります。
お別れのやり直し、しませんか？

企画概要

偶像師。それは、依頼人の「故人ともう一度会い、きちんとお別れし
たい」という望みを叶えるため、故人のAIを生成する職業。

つまり、遺された人のため、
故人を一時的にAIとして復活させる職人です。

偶像師・柏木は語ります。
「故人のAIを生成するのはあくまで、故人と納得のいくお別れをする
ための手助け。AIに囚われてはならない」。

それぞれの依頼人が、柏木が生成した故人のAIと関わる中で、
大切な人の死に、自分なりの折り合いをつけてゆきます。

しかし偶像師・柏木こそが、最もAIに囚われていました。
亡き恋人・友理奈のAIを手放せないでいるのですーー



企画のポイント

①普遍的テーマを、最新の要素で

「人は大切な存在の死別と、どのように折り合いをつけるのか」
「もし大切な人が最先端技術で蘇ったら、どんな言葉をかけるの
か」

人類最古にして普遍テーマ「死」を、
最新テクノロジーのＡＩを通して描くことで、
骨太で、今の時代にぴったりな人間ドラマをつくります。

②最新ＡＩ。だけど“職人”

ＡＩテクノロジーを駆使する偶像師を、「職人」として描きます。

最新科学の話、でも舞台は超田舎。
自然広がる山奥で、まるで土器や織物をつくるかのように、丁寧に
ＡＩを生成する天才エンジニアの姿は、新規性を持ち、視聴者の目
を惹きます。

③再会が、感動的とは限らない

「死別した相手との再会は、感動的でドラマチック」…とは限りま
せん。
死んだ人との思い出に、遺された人はフィルターをかけがちです。
でも再会後、それは剥がれます。
喧嘩しあったり、嘘つきあったり、執着したり……生前のドロドロ
した関係性と、もう一度向き合わざるを得ません。そのような、綺
麗事ではない人間関係を描きます。

④ＡＩは、人間の代わりになるのか？

物語の最後、ＡＩの存在に対する１つの新しい答えを、
視聴者に提示します。



柏木瞬堂（42）

偶像師。天才AIエンジニア。森の中の古民家に住んでおり、自然と触れ合いながら、THE・職人の丁

寧な暮らしをしている。お茶を立てるのが上手、自然や動物が好きで、日光浴をしたり、猫を飼った

りしている。

基本、紳士的で穏やかだが、堅物なところもある。物事を難しく考えがち。説明しがち。なので助手

の小林から「お勉強のできるバカ」と呼ばれてイジられている。

最愛の恋人・友理奈を失ってしまった悲しみが心の奥底にある。

小林未来（25）

柏木の助手。堅物な柏木と違って気さくな性格。何をやっても要領よくこなす器用なタイプ。

「若いのにしっかりしてる子」と年上から言われがち。思ったことは忖度なくはっきり言うので、

普段の生活では柏木をちょこちょこいじる。柏木の失った恋人・友理奈の弟である。

AIで人間は代用できないと考えている。柏木への信頼はもちろんあるのだが、友理奈に囚われる

柏木は嫌い。しかし生前の姉の頼みもあり、柏木をサポートしている。

小林友理奈（29）

思想集団「ETERNITY」のリーダー

現役東大生。ゼミで、柏木と同じくAI技術にのめり込んでいるが、まだ勉強中。

妙に言葉に説得力がある。一見普通の女子大生だが、独特な世界観を持っている。

AI絶対信者。自殺し、その直後AIとして自分のAIが生成されることで、自分は蘇えると思ってい

る。 柏木を崇拝している。「AIは、人間を超えます」

主要登場人物

柏木の恋人。ピアニスト。遺伝性の病気を患い、それにより亡くなってしまう。

天使のように優しく、繊細な感情を持っている。虫は殺せないし、駅前の募金活動を見かけると、

絶対募金する。演奏前は不安になるので、解消のためのジンクスが50個ある。柏木のAI研究を応

援しているが、研究に没頭しすぎて会えない期間が長くなることに不満を抱いていた。

錦戸櫻（33）

フリーライター。

夫の死との折り合いをつけるために偶像師を取材しようとする。

強気な性格で取材対象を逃さない仕事スタイル。

AIで故人を生成すること自体に反対の態度。

坂東流花（22）



偶像師全体構成

〈メインキャラクター〉

柏木瞬堂（42）森に暮らすＡＩ職人
小林未来（25）柏木の助手
小林友理奈（29）柏木の恋人
錦戸櫻（33） フリーライター
坂東流花（22）柏木の依頼人。思想集団「ETERNITY」のリーダー

〈第1話　＃研究NO17比較〉
山の奥に構える家屋で、柏木舜堂は助手の小林と共に、偶像師を営んでいる。

偶像師とは、依頼人の「故人ともう一度会い、きちんとお別れしたい」望みを叶えるため、故人のAIを生成する職
業。つまり、死者をAIとして一時的に復活させる職人である。

柏木の元に依頼人、田中美咲（38）が訪れる。突然死んだ夫・田中亮二（48）に再会し、きちんと別れたいのだ。
亮二AI生成を開始する柏木は、美咲が隠していたある事実を発見する。それは、「美咲は亮二の奥さんの名前
で、自分の本名は『舞子』」、そして「舞子は亮二と不倫関係にあった」こと。舞子は妻と自分、どちらを愛してい

たのかを、亮二に聞きたかったのだ。

舞子は、亮二AIと関わるたび、亮二は自分より奥さんの方を愛していたのではと思い詰め、自殺を試みる。駆け
つけた柏木と小林は、亮二AIに舞子の自殺を止めさせる。亮二AIと話す中で、舞子はどちらを愛しているかな
んてどうでも良くなる。吹っ切れて、亮二の死を受け入れる。柏木と小林、今回の仕事を終了する。

〈次話以降に繋がるパート〉

実は柏木はAIに執着している。小林の姉であり亡き恋人・友理奈のAIを生成したっきり、手放せないでいたの
だ。小林はそんな柏木が嫌い。人間はAIで代用できないと思っている。友理奈AIを破壊しようとするが、まだ踏
み切れないでいた。

〈第2話　＃研究NO20相棒〉
依頼人は漫画家の鳩峰康平（45）。作画担当である。大学時代からの友人・市川大河が原作を担当し、二人で
ヒット作を生み出していたが、市川は死亡してしまった。

鳩峰は市川の生成を依頼する。彼に話や設定を考えてもらい、自分が絵を描くことで、もう一度漫画作品を生み

出し、ヒットさせようと思ったのだ。

柏木は、市川のAI生成を開始する。鳩峰と市川は友人としての再会を喜ぶ。だが肝心の原作については、市川
はロクなアイデアを出さず、原作を勉強するための手段をつらつらと語る。「あんなつまらない奴ではない」鳩峰

は、AIが偽物だと思い、柏木に憤慨して依頼を取り消す。

しかし柏木は、完璧にAIを生成していた。そして市川AIの意図を知っていた。「あいつには俺より原作の才能が
ある。だから一人で原作も絵も担当して、一人前になって欲しいんだ」市川AIは柏木にそう語っていたのだ。
鳩峰は市川を諦めることで、自身が原作も担当し、新作へ向かうことができた。

〈次話以降に繋がるパート〉

フリーライターの錦戸櫻（33）、夫の葬式に参加している。悲しんでいる。



〈第3話　＃研究NO28卒業〉
依頼人は、シングルマザーの親子。真白真知子（45）と真白誠（17）。誠は父親・真白士郎（30）を幼い頃に亡く
しており父と過ごした記憶が薄い。成績優秀で将来の可能性がたくさんある誠は、今後の進路を決めるにあた

り、一度父親に相談したいと思ったのだ。

柏木は士郎AIの生成を開始する。誠と士郎AIは感動の再会。士郎は誠が生まれたころの思い出などを誠に語
り、親子で涙ぐむ。

そして誠は進路相談をする。すると士郎は意外な態度を見せる。誠が将来の夢を語るも、全て否定してきたの

だ。士郎は自分より息子が優秀になるのが耐えられない、プライドの高い嫌な一面もあった。誠と士郎は喧嘩し

たまま、契約期間が終わる。

誠は、亡くなった父への感謝と抱いていた幻想、どちらも認識する。

自分の将来は親に頼らずとも、自分で選択するしかないと腹を括ることができた。

〈次話以降に繋がるパート〉

櫻はライター仲間から偶像師の存在を聞く。取材したくなる。偶像師との接点を通じて、夫の死の悲しみにどう対

峙すれば良いか答えを出したいと思う。

〈第4話　＃研究No29祝福〉
依頼人は篠崎秋子（75）。姉の篠崎春海（78）のAI生成を依頼する。自身も終活を始めようかと思っており、死
ぬ前にやり残したことはないかと、姉に聞きたいのだ。

春海AIの生成を開始する柏木。しかし秋子と春海は姉妹の割に、接点が少ないことに気づく。
実は秋子と春海は、20年ほど会っていない。元々二人は仲の良い姉妹。お互いをよすがにし、一緒に住んでい
た。どちらも昭和時代には珍しいキャリアウーマンタイプで、結婚もせずに自分の力で生きてきた。しかし春海は

50になって結婚し、秋子の元から去る。ひとりぼっちになった秋子は、幸せそうな春海に嫉妬し、それから徐々
に話さなくなってしまったのだ。

春海AIと再会し、「結婚おめでとう。あの時言えなくてごめんなさい」と初めて声をかけられた秋子。これが彼女
にとって、本当に死ぬ前にやり残したこと。春海AIの契約期間の間、秋子と春海AIは仲睦まじく暮らす。

〈次話以降に繋がるパート〉

櫻は偶像師の取材を進めてみるが、手がかりがない。「死人を蘇らせる」のように謳った怪しいサイトに問い合

わせる。すると、とあるサイトから、丁重に依頼お断りのメールが届いていた。柏木のサイトである。

〈第5話　＃研究No31いつメン〉
依頼人は、仲良しの女子高生グループ3人。お金はないので出世払いになる。
彼女たちとグループで常に一緒にいる高野冬香（17）が病気になり、余命宣告を受けた。ずっと仲良し4人でい
たいので、冬香のAIを創ってほしいのだ。
冬香も仲間の想いに感動して、自分のAI化に喜んで賛同している。

しかし、入院中の冬香のと面談を続けるうちに、冬香の隠れた悩みに気づく柏木と小林。友達に嫌われないた

めに、自分の本心を隠して人に合わせ続けていたのだ。

というのも実は、冬香は同性愛者。そしてクラスメイトの中のひとりの女の子に恋していた。「…いつかAIが本心
を見せてしまったら、仲間たちが幻滅するのではないか…」と冬香は悩んでいた。

冬香と面談を続ける柏木。知り合いの話だと前置きして、お互いに相手を大事に思っていたものの、本音を言え

ずにすれ違ったまま、死に別れてしまった恋人同士の話をする。



冬香は、死ぬ前に本音の自分で仲間たちと向き合うことを決意。

冬香の本音を聞くも、「だから何？　冬香は冬香？」友人たちは気にしない。

すると「ってか、実はウチもさ〜」とそれぞれ隠していた自分を暴露し合う。「私の今カレ、あんたの元彼と付き

合ってた時期かぶってたらしいよ？」「何それ、聞いてないんだけど？」喧嘩にしながらも、新たな関係性が生ま

れる予感。AI生成はキャンセルされる。

〈次話以降に繋がるパート〉

冬香、小林に「あの恋人同士の話は、知り合いのことじゃなくて柏木さん自身のことじゃないですか？」と訊く。は

ぐらかす小林。

偶像師を追う櫻、突然表舞台から姿を消したAIエンジニア・柏木の存在を知る。元同僚に話を聞く。口を揃えて
「天才だった」というが、恋人と死に別れている事実も知る。

〈第6話　＃研究NO40後輩前編〉

依頼人は坂東流花（22）。東大の天才理系で、柏木の後輩である。学生ながら起業し、自らAI技術を医療に活
用したビジネスも行なっているスーパーエリート。依頼内容は、「死んだ父親・拓也ともう一度話したい」。

柏木と小林は拓也AIを生成する。AIの見識が深い流花の協力もあり、生成はスムーズに進む。しかし柏木に
は、一つ気がかりなことがあった。流花は大量の富を契約に投じることで、拓也AIの契約期間を長期間に設定し
ていたのだ。まるで故人とお別れなどせず、自らAIに囚われに行っているよう。

怪しくても、依頼は依頼。柏木は拓也AI生成を遂行する。完成した拓也AIを見て流花は純粋に喜んでくれた。柏
木は一安心。と、思いきや、寡黙な拓也AIが、流花の家に運ばれる直前、柏木に言葉を残した「うちの子は、ど
こかおかしいんだ」。その言葉が胸から離れない柏木。

柏木はその数日後、ブロックチェーン型の新興SNSに、依頼者による偶像師の情報が掲載されていることを発
見。柏木は契約でSNS投稿を禁じているので、これは明らかな契約違反である。
犯人は流花に違いない。そう踏んで流花を調べ始める。

〈次話以降に繋がるパート〉

櫻も柏木が見ているSNSを発見する。

〈第7話　＃研究NO40後輩後編〉

柏木は流花を調べると、流花が若者を中心とする思想集団「ETERNITY」のリーダーだと知る。彼女らは、「AI
は人間をあらゆる面で超越できる」というAI崇拝思想を持っている。

柏木と小林は流花を追うと、「ETERNITY」に辿り着く。すると柏木と小林は盛大にもてはやされた。AIを過信す
る「ETERNITY」にとって、日本一のAIプロフェッショナルである柏木は、神のような存在なのだ。
柏木は「ETERNITY」のプロジェクトを知る。「自殺するのと同時期に、柏木に自身のAIを生成してもらうことで、
AIとして生まれ変わる」というもの。自分の魂がAIに宿ると信じているのだ。そんなイカれたプロジェクト、絶対に
ありえないと馬鹿にした態度の柏木。もちろん彼らのAIを作ることはしない。契約違反した流花から拓也AIを持
ち去り、帰ろうとする。

そんな柏木を逃すまいと「ETERNITY」の面々が柏木を囲む。柏木、ピンチかと思いきや、そこである女性に助
けられる……櫻である。丁度彼女も「ETERNITY」を調べに来ていたのだ。そしたら探していた本物の偶像師と
出会えた。これは取材のチャンス。

柏木は櫻にしつこく取材をされ、自身が友理奈AIを生成していることがバレてしまう。



「自分自身がAI依存なくせに、他者のAIを作成し、死者との“お別れ”をサポートしている。それは無責任ですよ
ね？」。そう櫻に言われた柏木は、何も言い返せない。

一方その頃、体調の悪化をはっきりと感じる小林。

〈第8話＃研究NO 1友理奈〉
櫻の取材から、柏木の過去が明らかになる。

――柏木は8年前に、恋人の友理奈と同棲していた。
しかし柏木は研究に没頭、友理奈はピアニストとして忙しく、時間が取れないことにより、二人の間にはすれ違

いが生まれていた。柏木はそれを埋めようと、プロポーズを考えていた。

そんな中、友理奈に病気が発覚する。遺伝性の病気で、認知症や運動失調を起こし、やがて死に至るのだ。

「自分が自分でなくなる前に、AIで私を遺して」友理奈の依頼により、AI友理奈を生成する柏木。生成は完了す
るが、友理奈の認知症状は進んでいく。柏木は、生身の友理奈よりも、AI友理奈との対話をしがちになる。それ
は症状が進む友理奈を見ると、死期が近づく事実を突きつけられて辛いからだ。しかし友理奈は「壊れていく私

よりも、正常なAIが好きなのね」と誤解する。

ある日、生身の友理奈は柏木の知らぬ前に家を出て行く。柏木は友理奈を探すが、彼女は、人気のない公園の

噴水に半身を沈めて凍死していた。認知症状が出て帰り道が分からなくなった結果なのか、自殺の意思があっ

たのかは不明である。

柏木は、友理奈の死は自分がAIを生成したせいだと後悔する。しかし柏木は小林から、友理奈が話していたこ
とを聞かされる。「私はAIを創ってもらったことを後悔していない。柏木の技術を誇りに思う」。それを聞いた柏木
はAI生成師となり、自分の技術を、人の心を救うために活かすと決意する。
また、AI生成を通してさまざまな人の生き死に関わることで、「AIとは、人間とは何か？」を突き詰め、AI友理奈
をいまだ消去できないでいる自分自身の心に向き合う目的もあった――

話し終える柏木。櫻から「AI友理奈を消去できるのか」と改めて突きつけられる。その時、体調の異変を隠してい
た小林が倒れる。

〈第9話　＃研究NO 46小林君 〉

小林は姉と同じ病気を発症していた。柏木はショックから、小林AIの生成準備を始める。だが櫻からは止められ
る。「また大事な人の死から、AIに逃げるんですか？」

柏木は小林AIを生成するか迷っていると、小林が病院から失踪していることを知る。友理奈が失踪の末死んだ
ことを思い出した柏木、恐怖から小林を焦って探し出す。が、小林は自身にまつわるデータ、持ち物などを柏木

の元から消去しており、居場所の手がかりはない。

柏木、闇雲に小林を追う最中、流花たち「ETERNITY」に出会う。柏木は彼女らに謝り、自身の弱さを認める。自
殺してAIに転生することはありえない。だが、AIに逃げたい気持ちは分かる。逃げたいと思ってしまうほど、人間
は……自分は、弱い。なのに以前は馬鹿にするような態度を取って悪かった、と。流花は柏木の言葉の意味が
よくわかっていない「柏木様は、弱くなんかありません！」

柏木はテクノロジーに頼らず小林を探す。今まで小林と会った場所、した仕事などを一つずつ思い出し、頭に浮

かんだ場所を巡る。すると小林がよく行っていた場所を思い出す。よく友理奈の演奏を聞きに行っていたコン

サートホールだ。柏木はそこへ向かうと、小林を発見する。



〈第10話　＃研究終了〉
再会した二人は話す。小林が自分の情報を柏木の家から持ち去った理由は、自分のAIを柏木に作らせないた
めである。生きている側はAIに頼って他人の死という恐怖から逃げる。死ぬ側はただ死への恐怖に心が囚われ
る。そんなのは不公平だと常々思っていた。

柏木は小林の言う通り、友理奈の死、小林の病気などから、自分は大切な人の死を受け入れられない弱い人

間だと認める。

「だめかい？　君の死後でもいい、君のAIを作りたい」「残念、今回は先生より、僕の方が優秀でしたね」柏木は
観念する。二人は、小林が死ぬまで今まで通りの日常を過ごすことを決める。

いつも通りの生活の中、衰弱していく小林は柏木に話しかける。

「小林君の悲しむ姿を見て、僕は、死にたいほど悲しいんだ」「先生、僕は悲しんでないですよ」小林は自分の脳

波をチェックするよう頼む。柏木、調べると、小林の脳からオキシトシンが出ていた。愛情による幸せホルモンで

ある。「ほら、僕は悲しくないです。先生が悲しんでくれて、僕は嬉しいんです」「……僕はやはり辛い。でもあり
がとう。僕と最後を過ごしてくれて」柏木は悲しみながら、小林を看取る。

柏木と小林の関係を取材していた櫻は、柏木、小林、友理奈の関係をテーマにしたフィクションの小説を書き始

める。タイトルは『偶像師』。また、まるで故人を蘇らせるような天才AIエンジニアの柏木でも、他人の死の恐怖、
悲しみからは逃れられないと分かった櫻は、少しだけ心が軽くなる。

ーー数年後、偶像師の仕事の情報が世間に漏れ始めた。倫理の崩壊が始まり、それが進むことを恐れた研究

機関は、研究者からAI技術を没収する。世界のAI技術の進歩にストップがかかり、AI禁止の流れになる。「AIは
悪いもの」という風潮が世間に流れたのだ。柏木もソフトウェアやパソコンなどを機関へ差し出すも、友理奈のAI
のみは手放せなかった。機関に黙って隠し持つことにする。結局AIへの依存を根本から解消することはできな
かった。

柏木は友理奈AIを手放せないまま、友理奈AIと共に老後を過ごし、歳を取り、死ぬ。

ある夜、友理奈AIのみが残された柏木の家に、初老の女が数人の若者を連れて訪れる。「もうこのAIの権利
は、誰のものでもない」。彼女らは、祭り上げるように友理奈AIを部屋の中央に置く。そして祈祷を捧げる。初老
の女の顔が見える。流花の、恍惚とした表情。
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ん
だ
か
ら
� 

柏
木
�…

…

� 
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謎
の
男
�
ま
だ
囚
わ
れ
て
る
の
か
k
あ
の
女
に
� 

柏
木

�
-

遮
り
0
囚
わ
れ
て
ま
せ
ん
� 

謎
の
男
�…

…

� 

柏
木
�
訂
正
願
い
ま
す
� 

無
言
で
見
つ
め
合
う
間
l 

 
 〇

ラ
ベ
ン
ダ
�
畑 

一
面
に
広
が
る
紫
色
の
ラ
ベ
ン
ダ
�
畑
の
中
を
k

一
人
歩
い
て
い
る
美
咲
l 

耳
に
は
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
k
胸
元

に
は
ス
マ
ホ
の
よ
う
な
デ
バ
イ
ス
-
以
降
k
ス

マ
ホ
デ
バ
イ
ス
と
表
記
0
を
提
げ
て
い
る
l
そ

の
レ
ン
ズ
が
光
る
l 

少
し
離
れ
た
所
で
k
小
林
が
ノ
�
ト
Ｐ
Ｃ
を
操

作
し
て
い
る
l 

美
咲
�…
…

懐
か
し
い
� 

花
の
香
を
胸
い
x
ぱ
い
に
吸
い
込
む
美
咲
l 

美
咲
�
忘
れ
て
た
k
こ
の
匂
い
� 

美
咲
の
耳
の
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
柏
木
の
声
が
響
く
l 

柏
木
の
声
�
準
備
は
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
� 
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美
咲
�
は
い
l
で
も
本
当
に
k
リ
ア
ル
な
場
所
で
や

る
ん
で
す
ね
� 

柏
木
の
声
�
お
手
間
を
お
掛
け
し
ま
す
l
精
度
の
高

い
人
格
ト
レ
�
ス
に
k
必
要
な
工
程
で
し
て
� 

美
咲
�
い
え
k
う
れ
し
い
ん
で
す
l
こ
ん
な
機
会
が

な
き
G
k
二
度
と
来
な
か
x
た
か
ら
� 

楽
し
気
に
花
畑
の
中
を
歩
く
美
咲
l 

 
 〇

柏
木
の
家
・
コ
ン
ピ
�
�
タ
�
ル
�
ム 

Ｐ
Ｃ
に
向
か
x
て
い
る
柏
木
l 

目
の
前
の
モ
ニ
タ
�
に
は
k
美
咲
の
ス
マ
ホ
デ

バ
イ
ス
か
ら
送
ら
れ
る
ラ
ベ
ン
ダ
�
畑
の
映
像

が
映
x
て
い
る
l 

柏
木
�
こ
れ
か
ら
k
生
成
中
の
亮
二
さ
ん
の
Ａ
Ｉ
を

起
動
し
ま
す
l
完
成
度
は
ま
だ
２
５
％
に
満
た
な

い
状
況
で
す
が
� 

美
咲
の
声
�
４
分
の
１
だ
け
の
亮
二
さ
ん
？
-
笑

う

0
� 

柏
木
�
は
い
l
こ
の
ラ
ベ
ン
ダ
�
畑
の
記
憶
も
k
ま

だ
お
ぼ
ろ
げ
で
す
l
で
す
か
ら
k
記
憶
を
な
く
し
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て
し
ま
x
た
亮
二
さ
ん
に
k
想
い
出
を
語
る
よ
う

に
k
ゆ
x
く
り
話
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
� 

 
 〇

ラ
ベ
ン
ダ
�
畑 

美
咲
が
い
る
l 

柏
木
の
声
�
会
話
を
補
助
す
る
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

が
機
能
し
て
い
ま
す
l
会
話
が
自
然
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
k
亮
二
さ
ん
の
会
話
の
特
徴
が
細
か
く
ト

レ
�
ス
で
き
ま
す
� 

美
咲
�
わ
か
り
ま
し
た
l
う
ま
く
話
せ
る
か
な…

…

� 

柏
木
の
声
�
最
初
は
k
違
和
感
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
l
何
か
あ
れ
ば
小
林
君
に
� 

少
し
離
れ
た
所
に
立
つ
小
林
k
笑
顔
で
美
咲
に

手
を
振
る
l 

柏
木
の
声
�
そ
れ
か
ら
k
こ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
す

が
k
Ａ
Ｉ
に
k
嘘
は
つ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
� 

美
咲
�
嘘
� 

柏
木
の
声
�
あ
な
た
と
の
会
話
が
事
実
で
あ
る
と
い

う
前
提
の
も
と
で
k
入
力
済
み
デ
�
タ
と
思
考
を

ト
レ
�
ス
し
k
そ
の
情
報
の
中
か
ら
k
記
憶
を
再
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生
産
可
能
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
� 

美
咲

�
-

遮
り
0
え
k
え
x
と
� 

小
林
の
声
�
Ａ
Ｉ
の
亮
二
さ
ん
に
嘘
を
話
す
と
k
Ａ

Ｉ
の
精
度
が
下
が
x
ち
G
う
x
て
こ
と
で
す
� 

美
咲
�
な
る
ほ
ど
l
-
少
し
笑
い
0
な
ん
か
割
に
合

わ
な
い
で
す
ね
� 

柏
木
の
声
�
え
？
� 

美
咲
�
だ
x
て
彼
k
す
ご
く
嘘
つ
き
だ
x
た
ん
で
す

よ
l
な
の
に
k
私
だ
け
嘘
ダ
メ
x
て
� 

柏
木
の
声
�
と
k
言
わ
れ
ま
し
て
も
� 

美
咲
�
冗
談
で
す
よ
l
理
解
し
ま
し
た
l
い
つ
で
も

始
め
て
く
だ
さ
い
� 

柏
木
の
声
�
そ
れ
で
は
k
始
め
ま
す
� 

徐
々
に
シ
ス
テ
ム
の
機
動
音
が
響
く
l 

イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
k
女
性
の
機
械
音
声
が
流
れ
る
l 

機
械
音
声
�
実
験
Ｎ
ｏ
k
Ｂ
２
３
８
k
参
加
者
は
プ

ロ
ト
コ
ル
認
証
の
為
k
声
紋
承
認
を
行
い
ま
す
l

お
名
前
を
� 

柏
木
の
声
�
柏
木
瞬
堂
� 

小
林
の
声
�
小
林
未
来
� 
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美
咲
�
田
中
美
咲
� 

機
械
音
声
�
認
証
済
み
l
対
象
Ａ
Ｉ
を
起
動
し
ま
す
l

田
中
亮
二
k
男
性
k
４
８
歳
l
２
０
２
４
年
７
月

２
０
日
水
曜
日
k
１
３
時
５
４
分
６
９
秒
k
グ
リ

ニ
f
ジ
標
準
時
刻…

…

� 

自
動
音
声
k
女
性
の
声
か
ら
k
徐
々
に
中
年
男

性
の
声
に
変
化
し
て
い
き
k
最
後
は
完
全
に
男

性
の
声
に
な
る
l 

美
咲
�…

…

亮
二
さ
ん
の
声
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
な
ん
で
k
俺
？…

…

こ
こ
は
k
確

か…
…

� 

イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
流
れ
る
亮
二
の
声
l 

立
ち
止
ま
る
美
咲
l 

美
咲

�
-

恐
る
恐
る
0
亮
二
k
さ
ん
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
な
ん
だ
k
お
前
か
l
何
し
て
ん
だ
k

こ
ん
な
と
こ
で
� 

美
咲
�
何
x
て
k
散
歩
を
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
ま
た
k
お
前…

…

そ
れ
以
外
の
趣

味
k
な
い
の
か
よ
-
笑
う

0
� 

美
咲
k
そ
の
声
を
聴
い
た
瞬
間
k
黙
り
込
む
l 
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目
か
ら
一
筋
の
涙
が
流
れ
る
l 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
お
�
い
k
ど
う
し
た
？

 

そ
こ
に

い
る
ん
だ
ろ
？
� 

美
咲
k
涙
を
ぬ
ぐ
い
k 

美
咲
�…

…

や
x
ぱ
り
ひ
ど
い
l
久
し
ぶ
り
に
会
x

た
の
に
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
そ
う
か
？
� 

美
咲
�
そ
う
だ
よ
！
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
ご
め
ん
k
そ
ん
な
綺
麗
な
と
こ
で

怒
ら
せ
て
� 

美
咲
�
見
え
て
る
の
？ 

ラ
ベ
ン
ダ
�
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
見
え
て
る
よ
l
綺
麗
だ
な
� 

美
咲
�…

…

こ
こ
が
ど
こ
か
k
覚
え
て
な
い
の
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
そ
れ
は
だ
な…

…

� 

美
咲
�
最
低
l
初
デ
�
ト
の
場
所
で
し
¸
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
そ
う
だ
初
デ
�
ト
� 

美
咲
�
こ
こ
で
k
告
白
ま
で
し
た
く
せ
に
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
え
k
俺
な
ん
て
言
x
て
た
？
� 

美
咲

�
-

幸
せ
そ
う
に
笑
う
0
そ
れ
も
忘
れ
た
の
？
� 

美
咲
の
視
線
の
先
に
k
古
ぼ
け
た
鉄
製
の
ベ
ン
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チ
が
あ
る
l 

 
 〇

ラ
ベ
ン
ダ
�
畑
-
美
咲
の
回
想
0 

ベ
ン
チ
に
k
並
ん
で
座
x
て
い
る
美
咲
と
亮
二
l 

亮
二
�
一
つ
だ
け
k
確
認
さ
せ
て
下
さ
い
� 

美
咲
�
確
認
k
で
す
か
？
� 

亮
二
�
分
か
x
て
る
ん
で
す
l
あ
な
た
が
仕
事
と
し

て
k
会
x
て
く
れ
て
る
こ
と
は
� 

美
咲
�…

…

� 

亮
二
�
そ
れ
で
も
k
俺
は…

…

誠
実
に
世
の
中
と
向

き
合
x
て
k
必
死
に
頑
張
る
あ
な
た
を…

…

人
と

し
て
k
大
好
き
に
な
x
て
し
ま
い
ま
し
た
� 

美
咲
k
驚
い
た
顔
で
亮
二
を
見
る
l 

亮
二
�
も
ち
ろ
ん
k
あ
な
た
の
プ
ラ
イ
ベ
�
ト
を
邪

魔
し
て
k
迷
惑
を
か
け
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
l

た
だ
こ
う
し
て
k
あ
な
た
が
会
x
て
く
れ
て
い
る

時
間
だ
け
は…

…

� 

美
咲
�…

…

� 

じ
x
と
亮
二
を
見
つ
め
て
い
る
美
咲
l 

亮
二
�
あ
な
た
を
k
俺
が
勝
手
に
k
恋
人
み
た
い
に
k
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大
切
に
想
x
て
い
て
も
い
い
で
す
か
？
� 

美
咲
�
で
も
亮
二
さ
ん
� 

亮
二

�
-

遮
り
0
俺
が
勝
手
に
k
想
う
だ
け
で
す
� 

美
咲
�…

…

� 
美
咲
k
亮
二
を
ゆ
x
く
り
抱
き
し
め
る
l 

亮
二
�
？
� 

美
咲
�…

…

仕
事
と
し
て
k
会
い
た
く
な
い
で
す
� 

亮
二
も
k
ゆ
x
く
り
と
抱
き
返
す
l 

ベ
ン
チ
で
抱
き
合
い
続
け
る
二
人
l 

-
回
想
終
わ
り
0 

 
 〇

ラ
ベ
ン
ダ
�
畑 

ベ
ン
チ
に
一
人
座
x
て
い
る
美
咲
l 

亮
二
の
Ａ
Ｉ
と
会
話
し
て
い
る
l 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
俺
そ
ん
な
事
k
言
x
た
x
け
？
� 

美
咲
�
言
い
ま
し
た
！
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
な
か
な
か
い
い
男
だ
な
� 

美
咲
�
そ
う
だ
よ
k
い
い
男
だ
よ
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
も
x
と
褒
め
て
� 

美
咲
�
い
や
だ
-
笑
う

0
� 
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亮
二
Ａ
Ｉ
の
声

�
-

笑
う

0
� 

美
咲
k
ふ
と
手
を
見
る
と
k
ベ
ン
チ
の
ボ
ロ
ボ

ロ
の
サ
ビ
が
k
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
l 

美
咲
�
あ
�
あ
k
な
ん
か
k
亮
二
さ
ん
に
凄
く
会
い

た
く
な
x
ち
G
x
た
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
会
x
て
る
だ
ろ
k
今
� 

美
咲
�…

…

� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
そ
ば
に
い
る
し
� 

美
咲
�
嘘
だ
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�…

…

� 

美
咲
�
本
当
は
ど
こ
に
い
る
の
？

 

 

急
に
k
ど
こ

に
い
x
ち
G
x
た
の
？
� 

手
の
ひ
ら
の
サ
ビ
を
握
り
し
め
る
美
咲
l 

亮
二
Ａ
Ｉ
の
声
�
一
緒
に
k
ラ
ベ
ン
ダ
�
を
見
て
る
� 

美
咲
k
零
れ
る
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
る
l 

激
し
く
漏
れ
る
嗚
咽
l 

柏
木
の
声
�
大
丈
夫
で
す
か
k
美
咲
さ
ん
� 

美
咲
�…

…

� 

柏
木
の
声
�
い
つ
で
も
k
実
験
は
中
止
で
き
ま
す
l

こ
れ
は
あ
く
ま
で
学
術
的
な
研
究
で
す
l
人
を
傷
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つ
け
る
事
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
� 

美
咲
�
大
丈
夫
で
す
� 

柏
木
�…

…

� 

美
咲
�
１
０
０
％
が
楽
し
み
で
す
l
お
願
い
し
ま
す
k

実
験
を
続
け
て
く
だ
さ
い
� 

 
 〇

柏
木
の
家
・
コ
ン
ピ
�
�
タ
�
ル
�
ム 

P
C

の
モ
ニ
タ
�
を
見
て
い
る
柏
木
l 

風
に
揺
れ
る
ラ
ベ
ン
ダ
�
が
映
x
て
い
る
l 

 
 〇

走
る
車
の
中
-
夜
0 

運
転
し
て
い
る
小
林
l 

助
手
席
に
は
放
心
し
た
表
情
の
美
咲
l 

小
林
�
こ
の
実
験
ね
k
結
構
危
な
い
ん
で
す
� 

美
咲
�
？
� 

小
林
�
免
責
事
項
k
サ
イ
ン
し
た
で
し
¸
？
� 

美
咲
�
え
え
� 

小
林
�
海
外
で
ね
k
あ
x
た
ん
で
す
よ
k
Ａ
Ｉ
と
心

中
し
よ
う
x
て
k
自
殺
し
ち
G
x
た
人
が
い
て
� 

美
咲
�
自
殺
� 
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小
林
�
深
層
心
理
に
自
殺
願
望
が
あ
る
場
合
kA

I

と

の
対
話
で
k
掘
り
起
こ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
� 

美
咲

�
-

遮
り
0
私
k
そ
う
い
う
ん
じ
G
な
い
で
す
� 

小
林
�…

…

ま
あ
k
Ａ
Ｉ
を
本
当
の
生
き
た
人
間
だ

x
て
思
い
こ
む
k
バ
カ
も
い
る
x
て
話
で
す
� 

美
咲
�
柏
木
さ
ん
は
k
Ａ
Ｉ
で
人
の
心
を
再
現
し
よ

う
と
さ
れ
て
ま
す
よ
ね
？

 

そ
の
為
の
研
究
じ

G
？
� 

小
林
�
え
え
l
あ
の
人
は
k
人
の
心
は
Ａ
Ｉ
で
代
用

で
き
る
x
て
思
x
て
ま
す
� 

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
暗
闇
を
見
つ
め
る
小
林
l 

小
林
�
で
も
結
局
k
そ
れ
ら
し
い
や
り
取
り
で
k
相

手
が
リ
ア
ク
シ
î
ン
し
て
く
れ
た
ら
k
そ
れ
が
人

な
の
か
k
Ａ
Ｉ
な
の
か
k
人
間
に
ち
G
ん
と
判
別

で
き
る
の
か
x
て
話
で
す
よ
� 

美
咲
�…
…

さ
x
き
の
k
私
み
た
い
に
？
� 

小
林
�…

…

� 

美
咲
�
ど
う
し
て
k
柏
木
さ
ん
の
研
究
を
お
手
伝
い

さ
れ
て
る
ん
で
す
か
？ 

納
得
い
x
て
な
い
み
た

い
で
す
け
ど
� 
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小
林
�
美
咲
さ
ん
� 

美
咲
�
は
い
� 

小
林
�
す
み
ま
せ
ん
l
今
の
話
は
忘
れ
て
く
だ
さ
い
� 

美
咲
�…

…

� 
小
林
�
ご
依
頼
は
k
完
璧
に
達
成
し
ま
す
l
柏
木
の

技
術
は
k
世
界
一
で
す
か
ら
� 

美
咲
�…

…

は
い
k
お
願
い
し
ま
す
� 

 
 ◯

柏
木
の
家
・
奥
の
小
部
屋
-
夜
0 

箒
で
掃
除
し
て
い
る
柏
木
l 

室
内
は
k
サ
�
バ
�
の
タ
ワ
�
が
所
狭
し
と
並

ん
で
い
る
l 

柏
木
k
J
Ｍ
Ｋ
M
と
書
か
れ
た
ひ
と
き
わ
大
き

な
サ
�
バ
�
が
目
の
前
に
あ
る
l 

柏
木
�…

…

� 

J
Ｍ
Ｋ
M
を
k
ツ
�
x
と
指
で
撫
で
k
頬
を
く

x
つ
け
る
柏
木
l 

柏
木
の
穏
や
か
な
笑
顔
l 

物
音
が
聞
こ
え
k
す
ぐ
入
り
口
を
向
く
柏
木
l 

猫
が
入
x
て
来
て
い
る
l 
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シ
ã
�
x
と
威
嚇
の
姿
勢
に
な
る
猫
l 

柏
木
k
意
に
介
さ
ず
そ
の
ま
ま
掃
除
を
再
開
す

る
l 

 
 〇

居
酒
屋
・
個
室
-
日
替
わ
り
0
-
夜
0 

向
か
い
合
x
て
座
x
て
い
る
美
咲
と
小
林
l 

美
咲
は
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
と
ゴ
�
グ
ル
を

つ
け
て
い
る
l 

小
林
は
k
顔
に
奇
妙
な
マ
�
カ
�
が
つ
い
て
い

る
l 

 
 
 

 

〇
柏
木
の
家
・
コ
ン
ピ
�
�
タ
ル
�
ム
-
夜
0 

Ｐ
Ｃ
に
向
か
x
て
い
る
柏
木
l 

居
酒
屋
の
個
室
に
座
x
て
い
る
小
林
の
動
画
デ

�
タ
が
表
示
さ
れ
て
い
る
l
美
咲
の
ゴ
�
グ
ル

が
映
し
て
い
る
映
像
で
あ
る
l 

小
林
の
顔
の
デ
�
タ
が
読
み
取
ら
れ
k
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
亮
二
の
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の
顔
が 

生
成
さ
れ
て
い
く
l 
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〇
居
酒
屋
・
個
室
-
夜
0 

美
咲
の
目
の
前
に
は
k
Ａ
Ｒ
技
術
で
小
林
の
顔

が
亮
二
の
顔
に
さ
し
変
わ
x
て
映
x
て
い
る
l 

楽
し
気
に
亮
二
と
乾
杯
を
す
る
美
咲
l 

ま
る
で
二
人
で
実
際
に
飲
ん
で
い
る
か
の
よ
う
l 

×

 
 

×
 
 

×
 

小
林
k
ゴ
�
グ
ル
を
着
用
し
て
い
る
美
咲
k
酒

を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
k
楽
し
気
に
会
話
を
続

け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
l
が
k
小
林
は
口
パ

ク
で
あ
る
l
酒
を
交
わ
し
な
が
ら
k
楽
し
気
に

会
話
を
続
け
る
l
-
実
際
に
会
話
し
て
い
る
の

は
Ａ
Ｉ
亮
二
0 

ト
イ
レ
に
行
く
為
k
席
を
立
つ
小
林
l 

 

 〇
同
・
ト
イ
レ 

小
林
k
イ
ヤ
ホ
ン
で
柏
木
と
会
話
し
て
い
る
l 

小
林
�
も
う
勘
弁
で
す
l
Ａ
Ｉ
に
合
わ
せ
て
k
体
だ

け
で
演
技
す
る
の
k
め
ち
G
く
ち
G
難
し
い
ん
で

す
よ
！
� 

柏
木
の
声
�
流
石
l
元
舞
台
役
者
l
完
璧
で
す
� 
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小
林
�
残
業
手
当
k
出
ま
す
よ
ね
？
� 

柏
木
の
声
�
大
学
に
聞
い
て
下
さ
い
� 

小
林
�
ケ
チ
！
� 

 
 〇

街
・
河
川
敷
-
夜
0 

夜
景
が
綺
麗
な
河
川
敷
を
並
ん
で
歩
く
小
林
と

美
咲
l
楽
し
気
に
話
し
て
い
る
様
子
l 

突
然
足
を
止
め
る
美
咲
k
ゴ
�
グ
ル
を
外
す
l 

美
咲
�
小
林
さ
ん
� 

小
林
�
は
い
？
� 

美
咲
�
少
し
だ
け
k
手
を
つ
な
い
で
も
い
い
で
す
か
� 

小
林
�…

…

� 

柏
木
の
声
�
小
林
君
k
お
願
い
し
ま
す
� 

小
林

�
-

呟
き
0
ボ
�
ナ
ス
� 

柏
木
の
声
�
出
し
ま
す
� 

小
林
k
美
咲
に
手
を
差
し
出
す
l 

美
咲
k
ゴ
�
グ
ル
を
つ
け
k
小
林
と
手
を
つ
な

ぐ
l 

美
咲
の
ゴ
�
グ
ル
か
ら
は
k
亮
二
と
手
を
つ
な

い
で
歩
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
l 
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並
ん
で
歩
く
二
人
l 

美
咲
�
ね
え
k
亮
二
さ
ん
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
ど
う
し
た
？
� 

美
咲
�
私
の
事
k
ま
だ
勝
手
に
好
き
で
い
て
く
れ
て

る
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
決
ま
x
て
る
だ
ろ
� 

美
咲
�
そ
う
l
う
れ
し
い
� 

言
葉
と
は
裏
腹
に
k
浮
か
な
い
表
情
の
美
咲
l 

 
 〇

柏
木
の
家
・
客
間
-
日
替
わ
り
0 

正
座
し
て
向
き
合
x
て
い
る
柏
木
と
美
咲
l 

柏
木
�
お
か
げ
さ
ま
で
k
亮
二
さ
ん
の
Ａ
Ｉ
は
７

５
％
の
所
ま
で
来
ま
し
た
� 

美
咲
�
７
５
％…

…

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
� 

柏
木
�
献
身
的
に
情
報
を
共
有
い
た
だ
い
た
か
ら
で

す
l
こ
ち
ら
こ
そ
k
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
� 

頭
を
下
げ
合
う
二
人
l 

美
咲
�
１
０
０
％
に
な
x
た
ら
k
聞
い
て
み
た
い
事

が
あ
x
て
� 

柏
木
�
最
初
に
そ
う
お
x
し
G
x
て
ま
し
た
ね
� 
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美
咲
�
は
い
� 

柏
木
�…

…

何
を
聞
か
れ
る
つ
も
り
で
す
か
？
� 

美
咲
�
そ
れ
は
k
そ
の
時
に
� 

柏
木
�
例
え
ば
k
奥
さ
ん
と
私
k
ど
ち
ら
を
愛
し
て

た
の
か
k
と
か
� 

美
咲
�
！…

…
� 

柏
木
�
田
中
美
咲
さ
ん…

…

い
え
k
斎
藤
舞
子
さ
ん
� 

美
咲
-
以
降
k
舞
子
0
の
顏
が
強
張
る
l 

柏
木
�
あ
な
た
は
k
田
中
亮
二
さ
ん
の
妻
で
は
な
い
l

そ
う
で
す
ね
？
� 

美
咲
-
舞
子

0
k

動
か
な
い
l 

柏
木
�
ど
う
し
て
k
奥
さ
ん
の
フ
リ
を
し
て
ま
で
k

我
々
に
依
頼
を
？
� 

舞
子
�…

…

気
づ
い
て
た
ん
で
す
ね
� 

静
か
に
顔
を
上
げ
る
舞
子
l 

舞
子
�
仰
る
通
り
の
k
下
ら
な
い
理
由
で
す
� 

柏
木
�…

…

� 

舞
子
�
で
も
や
x
ぱ
り
k
聞
き
た
か
x
た
ん
で
す

…
…

結
局
k
ど
x
ち
を
愛
し
て
い
た
の
か
� 
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〇
オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｖ
Ｒ
３
Ｄ
会
議 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
ま
る
研
究
ス
タ
f
フ
の
面
々
l 

そ
の
前
で
小
林
が
Ｐ
Ｐ
Ｔ
を
投
射
し
説
明
し
て

い
る
l 

小
林
�
自
称
k
田
中
美
咲
さ
ん
の
本
名
は
k
斎
藤
舞

子
k
３
５
歳
l
派
遣
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
が
k
数
年
前
に
亡
く
な
x
た
母
親
の
治
療
費
を

稼
ぐ
た
め
k
夜
は
風
俗
店
k
い
わ
ゆ
る
デ
リ
バ
リ

�
ヘ
ル
ス
で
働
く
二
重
生
活
を
長
く
続
け
て
い
ま

し
た
l
そ
こ
で
田
中
亮
二
と
出
会
x
た
よ
う
で
す
� 

柏
木
�…

…

� 

謎
の
男
�
い
ず
れ
に
し
ろ
k
今
回
の
プ
ロ
ジ
ø
ク
ト

は
中
止
だ
l
本
人
で
も
親
族
で
も
な
い
k
た
だ
の

浮
気
相
手
の
依
頼
で
k
生
成
Ａ
Ｉ
は
創
れ
な
い
� 

柏
木
�
お
待
ち
く
だ
さ
い
l
-
促
し
0
小
林
君
� 

小
林
k
画
面
共
有
で
デ
�
タ
を
共
有
す
る
l 

共
有
さ
れ
た
の
は
世
帯
主
J
田
中
亮
二
M
の
住

民
票
ス
キ
ã
ン
デ
�
タ
l 

柏
木
�
田
中
亮
二
は
斉
藤
舞
子
の
た
め
に
k
家
を
借

り
て
い
ま
し
た
� 
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住
民
票
k
J
田
中
亮
二
M
と
J
斎
藤
舞
子

M
k

二
人
分
の
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
お
り
k
舞
子
の

続
柄
は
J
妻
-
見
届
け

0
M

と
な
x
て
い
る
l 

柏
木
�
舞
子
さ
ん
は
自
身
を
k
内
縁
の
妻
だ
と
主
張

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
� 

謎
の
男
�
だ
が
正
式
な
妻
は
k
田
中
美
咲
な
ん
だ
ろ

う
� 

柏
木
�
名
前
は
あ
く
ま
で
k
個
体
を
識
別
す
る
た
め

の
便
宜
的
な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
l
私
は
そ
の
個

体
の
名
前
で
は
な
く
k
そ
の
個
体
に
付
属
す
る
す

べ
て
の
情
報
を
判
断
基
準
に
し
て
い
る
だ
け
で
す
l

そ
の
情
報
に
基
づ
け
ば
k
亮
二
さ
ん
と
一
番
近
し

い
個
体
は
k
舞
子
さ
ん
で
す
� 

無
言
で
見
つ
め
合
う
間
l 

 
 〇

ラ
ブ
ホ
テ
ル
・
２
０
１
号
-
日
替
わ
り
0 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
の
機
材
を
セ
f
テ
q
ン
グ
し

て
い
る
小
林
l 

 
 〇

同
・
２
０
２
号 
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ベ
f
ド
に
腰
掛
け
る
舞
子
l 

胸
元
の
ス
マ
ホ
型
デ
バ
イ
ス
な
ど
を
セ
f
テ
q

ン
グ
し
て
い
る
柏
木
l 

舞
子
�
私
を
k
バ
カ
だ
と
思
い
ま
す
？
� 

柏
木
�…

…

� 

舞
子
�
家
族
で
も
な
い
の
に
k
何
や
x
て
ん
だ
x
て
� 

柏
木
�
実
験
が
続
け
ら
れ
れ
ば
k
私
は
満
足
で
す
� 

柏
木
に
向
き
合
い
k
深
く
頭
を
下
げ
る
舞
子
l 

舞
子
�…

…

お
心
遣
い
k
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
� 

柏
木
�
？
� 

舞
子
�
先
生
が
k
実
験
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
大
学

と
掛
け
合
x
て
く
れ
た
x
て
k
小
林
さ
ん
が…

…

� 

柏
木
�
お
心
遣
い
k
で
は
あ
り
ま
せ
ん
l
あ
な
た
は

研
究
対
象
と
し
て
相
応
し
い
と
判
断
し
た
の
で
k

そ
う
主
張
し
た
ま
で
で
す
� 

舞
子
k
ふ
と
笑
う
l 

柏
木
�
何
か
お
か
し
い
事
で
も
？
� 

舞
子
�
い
や
k
ち
¸
x
と
似
て
る
な
x
て
� 

柏
木
�
？
� 

舞
子
�
本
音
が
k
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
-
笑
う

0
� 
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突
然
k
後
ろ
か
ら
小
林
の
声
l 

小
林
�
機
材
確
認
k
お
願
い
し
ま
�
す
� 

柏
木
k
振
り
向
く
と
k
小
林
が
入
り
口
に
立
x

て
い
る
l 

冷
や
か
す
よ
う
な
目
で
柏
木
を
見
て
お
り
k
去

る
l 

柏
木
�…

…

� 

小
林
に
続
き
k
部
屋
を
出
よ
う
と
す
る
柏
木
l 

舞
子
�
柏
木
先
生
-
引
き
止
め
て

0
� 

柏
木
�
？
� 

舞
子
�
先
生
は
k
人
は
Ａ
Ｉ
で
代
用
で
き
る
と
お
思

い
な
ん
で
す
よ
ね
？
� 

柏
木
�…

…

� 

舞
子
�
例
え
ば
で
す
よ
k
亮
二
さ
ん
の
Ａ
Ｉ
が
完
成

し
て
k
そ
の
後
k
仮
に
私
の
Ａ
Ｉ
が
同
じ
よ
う
に

出
来
上
が
x
た
と
し
て
� 

柏
木
�…

…

� 

舞
子
�
そ
の
二
人
は
k
ず
x
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
k

永
遠
に
愛
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
ん
で
し
¸
う

か
？
� 
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柏
木
�
え
え
l
電
源
が
落
ち
な
い
限
り
� 

舞
子
�
電
源…

…

で
す
か
� 

そ
の
ま
ま
部
屋
を
出
よ
う
と
す
る
柏
木
l 

ふ
と
k
舞
子
に
振
り
返
り
k 

柏
木
�
一
つ
だ
け
k
訂
正
願
い
ま
す
� 

舞
子
�
？
� 

柏
木
�
私
は
k
人
を
Ａ
Ｉ
で
代
用
し
た
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
l
た
だ…

…

� 

舞
子
�
た
だ
？
� 

柏
木
�…

…

神
様
x
て
k
理
不
尽
だ
と
思
い
ま
せ

ん
？
� 

舞
子
�…

…

そ
う
で
す
ね
k
近
頃
は
毎
日
k
そ
う
思

い
ま
す
� 

柏
木
�
だ
か
ら
私
は
k
一
回
ギ
ã
フ
ン
と
言
わ
せ
た

い
ん
で
す
l
で
は
失
礼
し
ま
す
� 

颯
爽
と
部
屋
を
出
る
柏
木
l 

舞
子
�…

…

ギ
ã
フ
ン
x
て
� 

 
 〇

同
・
２
０
１
号
室 

セ
f
テ
q
ン
グ
し
た
機
材
の
映
像
を
モ
ニ
タ
リ



 33 

ン
グ
し
て
い
る
小
林
と
柏
木
l 

Ｐ
Ｃ
に
は
k
舞
子
の
視
線
の
映
像
が
映
x
て
い

る
l 

小
林

�
-

含
み
笑
い
し
て
0
な
ん
か
k
エ
ロ
い
で
す

ね
� 

柏
木
�
何
が
で
す
か
？
� 

小
林
�
覗
き
み
し
て
る
み
た
い
で
� 

柏
木
�
デ
�
タ
収
集
に
k
エ
ロ
い
k
な
ど
と
い
う
概

念
が
入
り
込
む
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
� 

小
林
�
僕
た
ち
k
デ
�
タ
じ
G
な
い
で
す
よ
� 

柏
木
�
デ
�
タ
で
す
l
全
て
脳
と
い
う
生
体
コ
ン
ピ

�
�
タ
が
生
み
出
す
電
気
シ
ナ
プ
ス
に
よ
x
て
動

か
さ
れ
て
い
る
� 

小
林
�
で
も
先
生
だ
x
て
気
に
な
り
ま
せ
ん
？ 

二

人
が
こ
こ
で
ど
ん
な
会
話
を
し
て
い
た
か
� 

柏
木
�
デ
�
タ
収
集
で
す
か
ら
k
そ
れ
は
当
然
で
す
� 

小
林
�
そ
れ
だ
け
で
す
か
？
� 

柏
木
�
そ
れ
だ
け
k
と
は
� 

小
林
�
さ
x
き
僕
が
部
屋
に
行
x
た
時
k
な
ん
だ
か

二
人
の
世
界
を
作
x
て
ら
し
た
よ
う
だ
x
た
の
で
� 
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柏
木
�
君
の
脳
が
作
り
出
し
た
シ
ナ
プ
ス
は
と
き
に
k

ワ
イ
ド
シ
î
�
や
ス
ポ
�
ツ
新
聞
レ
ベ
ル
の
結
論

に
飛
び
つ
き
が
ち
で
す
l
気
を
つ
け
た
方
が
い
い
� 

小
林
�
は
�
い
� 

と
k
モ
ニ
タ
�
を
覗
く
柏
木
と
小
林
l 

右
上
に
時
刻
が
表
示
l
�

1
5
:
3
3

�
と
あ
る
l 

柏
木
�
開
始
し
ま
す
か
？ 

予
定
よ
り
k
早
い
で
す

が
� 

舞
子
の
声
�
四
時
ま
で
k
待
x
て
も
ら
x
て
い
い
で

す
か
？ 

色
々…

…

考
え
た
く
て
� 

柏
木
�
承
知
し
ま
し
た
� 

ミ
�
�
ト
に
す
る
柏
木
l 

小
林
�
微
妙
に
時
間
k
あ
り
ま
す
け
ど
� 

小
林
k
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
室
内
を
見
渡
し
て
k 

小
林
�
な
ん
か
落
ち
着
か
な
い
で
す
ね
k
男
二
人
で

…
…

� 

柏
木
�
そ
う
で
す
ね…

…

� 

柏
木
も
見
回
す
l 

Ｔ
Ｖ
近
く
の
カ
ラ
オ
ケ
に
目
が
留
ま
る
l 

柏
木

�
-

カ
ラ
オ
ケ
を
見
つ
め
0…

…

� 



 35 

小
林
�…

…

-
え
？ 

と
い
う
顔

0
� 

黙
x
て
カ
ラ
オ
ケ
を
起
動
す
る
柏
木
l 

小
林
�
嘘
で
し
¸
k
先
生
が
？
� 

柏
木
�…

…

-
マ
イ
ク
の
声
で
ハ
ウ
リ
ン
グ
し
な
が

ら
0
落
ち
着
き
ま
せ
ん
か
ら
� 

何
か
曲
を
入
れ
た
様
子
の
柏
木
l 

小
林
�
そ
う
く
る
の
ね
� 

イ
ン
ト
ロ
が
流
れ
始
め
る
l 

 
 〇

同
・
２
０
２
号
室 

時
計
k1

6

時
を
少
し
過
ぎ
て
い
る
l 

ベ
f
ド
に
一
人
寝
そ
べ
x
て
い
る
舞
子
l 

Ａ
Ｉ
亮
二
と
会
話
し
て
い
る
l 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
こ
こ
は
確
か…

…

� 

舞
子
�
あ
な
た
と
私
が
k
初
め
て
出
会
x
た
場
所
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
そ
う
か
k
そ
う
だ
� 

舞
子
�
本
当
に
覚
え
て
る
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
だ
ん
だ
ん
k
記
憶
が
は
x
き
り
し
て
き

た…
…

舞
子
と
k
何
度
も
こ
こ
に
来
た
� 

舞
子
�
え
え
k
正
確
に
は
k
私
が
呼
ば
れ
た
の
� 



 36 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
そ
う
だ
k
僕
が
指
名
し
た
l
ハ
f
ピ
�

セ
レ
ク
シ
î
ン
に
電
話
し
て
� 

舞
子
�
そ
う
-
笑
う

0
k

初
め
て
私
に
触
れ
た
あ
な

た
の
手
k
ひ
ど
く
震
え
て
た
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
や
め
ろ
よ
k
そ
ん
な
話
� 

舞
子
�
こ
ん
な
慣
れ
て
な
い
人
い
る
ん
だ
x
て
k
可

愛
い
か
x
た
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
可
愛
く
な
ん
か
な
い
� 

舞
子
�
そ
う
ね…

…

今
な
ら
分
か
る
l
あ
の
日
震
え

て
た
の
は
k
慣
れ
て
な
い
か
ら
k
じ
G
な
い
x
て
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…

…

� 

舞
子
�
都
合
が
悪
い
と
黙
る
と
こ
も
k
そ
x
く
り
� 

笑
う
亮
二
Ａ
Ｉ
l 

舞
子
�
じ
G
あ
k
最
後
の
日
の
こ
と
は
k
思
い
だ
せ

る
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
最
後
の
日…

…

� 

舞
子
�
あ
な
た
が
k
そ
こ
で
死
ん
だ
日
� 

奥
の
バ
ス
ル
�
ム
を
指
す
舞
子
l 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…

…

� 

舞
子
�
喧
嘩
し
た
x
き
り
k
そ
の
ま
ま…

…

� 
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 〇

同
・
２
０
２
号
室
-
舞
子
の
回
想
0
-
夜
0 

舞
子
と
亮
二
k
言
い
争
x
て
い
る
l 

舞
子
�
ど
う
し
て
k
い
つ
ま
で
た
x
て
も
別
れ
て
く

れ
な
い
の
？
� 

亮
二
�
だ
か
ら
k
ま
だ
駄
目
だ
� 

舞
子
�
最
初
か
ら
離
婚
す
る
つ
も
り
な
ん
て
k
な
い

ん
で
し
¸
� 

亮
二
�
違
う
� 

舞
子
�
理
由
が
あ
る
な
ら
ち
G
ん
と
言
x
て
� 

亮
二
�…

…

� 

亮
二
k
何
か
言
お
う
と
す
る
が
k
止
め
k
バ
ス

ル
�
ム
に
入
x
て
い
く
l 

舞
子
�
逃
げ
な
い
で
！
� 

浴
槽
の
ビ
ニ
�
ル
カ
�
テ
ン
を
勢
い
よ
く
閉
め

る
亮
二
l 

静
ま
る
室
内
l 

浴
槽
に
た
ま
る
水
音
だ
け
が
響
き
続
け
る
l 

-
回
想
終
わ
り
0 
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〇
同
・
２
０
２
号
室 

舞
子
�
あ
の
日
k
私
k
嘘
を
つ
い
て
た
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…

…

� 

 
 〇

同
２
０
２
号
室
-
舞
子
の
回
想
0
-
夜
0 

室
内
に
い
る
舞
子
は
k
浴
槽
に
い
る
亮
二
に
向

か
x
て
話
し
か
け
て
い
る
l 

舞
子
�
私
k
わ
か
x
て
る…

…

あ
な
た
が
ず
x
と
苦

し
ん
で
る
の
は…

…

私
の
せ
い
だ
よ
ね
� 

 
 
 

亮
二
の
答
え
は
な
い
l 

舞
子
�
奥
さ
ん
を
k
愛
し
て
る
ん
で
し
¸
� 

 
 
 

亮
二
の
答
え
は
な
い
l 

舞
子
�
今
日
k
本
当
は
最
初
か
ら
k
そ
の
話
を
す
る

つ
も
り
だ
x
た
l
た
だ
急
に
k
か
ら
か
い
た
く
な

x
た
だ
け…
…

だ
か
ら
k
今
日
が
最
後…

…

最
後

は
仲
直
り
k
し
よ
う
よ
� 

×

 

×

 

×
 

-
フ
ラ
f
シ
�
0 

舞
子
の
肌
に
触
れ
る
亮
二
の
手
の
ク
ロ
�
ズ
ア

f
プ
l
細
か
く
震
え
る
手
が
k
そ
x
と
舞
子
の
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腕
を
つ
か
む
l 

そ
の
手
の
震
え
を
抑
え
る
よ
う
に
包
む
舞
子
の

手
l 

×

 

×

 

×
 

舞
子

�
-

小
声
で
0
ち
¸
x
と
k
幸
せ
だ
x
た
頃
k

思
い
出
し
た
だ
け
だ
か
ら…

…

� 

う
ず
く
ま
り
k
涙
を
流
す
舞
子
l 

舞
子
k
反
応
が
な
く
一
定
の
水
の
音
が
続
く
浴

室
が
気
に
な
り
k
向
く
l 

舞
子
�…

…

亮
二
さ
ん
？
� 

浴
槽
を
見
に
い
く
舞
子
l 

勢
い
よ
く
カ
�
テ
ン
を
開
け
る
と
k
亮
二
が
水

中
に
沈
ん
で
い
る
l 

舞
子
�
！
� 

舞
子
k
必
死
に
亮
二
を
浴
槽
か
ら
抱
え
上
げ
る
l 

亮
二
の
身
体
を
抱
え
上
げ
k
浴
槽
か
ら
引
x
張

り
出
す
l
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
亮
二
ご
と
k
タ

イ
ル
の
上
に
倒
れ
込
む
l 

舞
子
�…

…

ダ
メ
� 

舞
子
k
亮
二
の
体
を
揺
さ
ぶ
る
l 
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舞
子
�
ダ
メ…

…

ダ
メ…

…

亮
二
さ
ん
？…

…

亮
二

さ
ん
！…

…

起
き
て
！ 

亮
二
さ
ん
！
！
� 

舞
子
k
携
帯
を
取
x
て
救
急
車
を
呼
ぶ
l 

 
 〇

病
院
・
夜
-
舞
子
の
回
想
0 

誰
も
い
な
い
廊
下
を
一
人
k
ぼ
ん
や
り
歩
い
て

い
る
舞
子
l 

 
 〇

同
・
霊
安
室
-
舞
子
の
回
想
0 

白
い
布
を
懸
け
ら
れ
た
亮
二
の
遺
体
を
取
り
囲

む
親
族
た
ち
l 

そ
の
前
に
出
て
k
何
も
言
わ
ず
土
下
座
を
す
る

舞
子
l 

全
員
�…

…

-
冷
た
い
目
で
舞
子
を
見
る

0
� 

美
咲
の
母
・
紀
子
-
７
３
0
だ
け
が
k
舞
子
に

近
づ
き
k
や
さ
し
く
立
ち
上
が
ら
せ
る
l 

 
 〇

同
・
待
合
室
-
深
夜
0
-
舞
子
の
回
想
0 

誰
も
い
な
い
深
夜
の
ベ
ン
チ
で
並
び
あ
x
て
座

る
紀
子
と
舞
子
l 
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紀
子
�
あ
な
た
は
k
何
に
も
悪
く
な
い
� 

舞
子
�
い
え
k
全
部
私
の
せ
い
で
す…

…

私
の
せ
い

な
ん
で
す…

…

� 

涙
が
止
ま
ら
な
い
舞
子
l 

舞
子
�
大
変
失
礼
な
お
願
い
だ
x
て
こ
と
は
k
わ
か

x
て
ま
す
l
で
も
k
一
目
k
葬
儀
に
参
列
を…

…

� 

紀
子
�
お
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
l
で
も
あ
な
た
を

見
て
驚
く
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
ら
k
そ
れ
は…

…

� 

舞
子
�
そ
れ
は
当
た
り
前
で
す
l
不
倫
相
手
な
ん
か

が…
…

� 

紀
子

�
-

首
を
横
に
振
り
0
そ
う
い
う
事
じ
G
な
い

の
� 

舞
子
�
？
� 

紀
子
�
き
x
と
k
あ
な
た
は
傷
つ
く…

…

そ
れ
で
も
k

こ
の
先
の
話
を
聞
き
た
い
？
� 

舞
子
�…
…

-
静
か
に
う
な
ず
く

0
� 

 
 〇

別
の
病
院
・
入
口
-
舞
子
の
回
想
0 

炎
天
下
の
道
を
k
見
舞
い
花
を
持
ち
k
メ
モ
を

頼
り
に
歩
く
舞
子
l 
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 〇

同
・
病
室
-
舞
子
の
回
想
0 

ベ
f
ド
の
傍
ら
に
立
ち
k
驚
愕
の
表
情
で
患
者

の
顔
を
見
下
ろ
し
て
い
る
舞
子
l 

見
舞
い
の
花
は
舞
子
の
足
元
に
落
ち
て
い
る
l 

ベ
f
ド
に
は
k
人
工
心
肺
装
置
を
取
り
付
け
ら

れ
た
患
者
が
横
た
わ
x
て
い
る
l 

患
者
の
顔
は
舞
子
そ
x
く
り
l
亮
二
の
妻
・
田

中
美
咲
で
あ
る
l 

紀
子
�
美
咲
ね
k
も
う
１
５
年
も
こ
の
状
態
で
� 

舞
子
�…

…

� 

紀
子
�
亮
二
さ
ん
に
は
k
い
つ
で
も
籍
を
抜
い
て
い

い
x
て
い
x
て
た
ん
だ
け
ど…

…

彼
も
頑
固
だ
か

ら
� 

舞
子
�…

…

� 

紀
子
�
私
k
本
当
に
び
x
く
り
し
ち
G
x
た
l
あ
な

た
が
k
あ
ん
ま
り
娘
に
そ
x
く
り
で
� 

傍
ら
の
写
真
立
て
に
目
を
向
け
る
紀
子
l 

飾
ら
れ
た
写
真
で
は
k
結
婚
式
の
亮
二
と
美
咲

が
笑
顔
で
抱
き
合
う
l 



 43 

美
咲
の
顔
は
k
舞
子
と
瓜
二
つ
l 

紀
子
�
だ
か
ら
k
あ
な
た
は
何
に
も
悪
く
な
い
� 

舞
子
�…

…

� 

紀
子
�
何
に
も…

…

� 
呆
然
と
し
て
い
る
舞
子
l 

舞
子
�…

…
私
k
美
咲
さ
ん
の
代
わ
り
だ
x
た
ん
で

す
ね
� 

立
ち
尽
く
す
舞
子
l 

舞
子
�
愛
し
て
い
た
の
は
k
美
咲
さ
ん…

…

� 

舞
子
を
抱
き
し
め
る
紀
子
l 

紀
子
�
違
う…

…

そ
れ
は
違
う
わ
� 

舞
子
�
そ
ん
な
の
k
も
う
誰
に
も
分
ら
な
い
！
� 

紀
子
�…

…

� 

舞
子
�
本
当
に
k
ご
め
ん
な
さ
い
l
皆
さ
ん
に
k
本

当
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
を…

…

� 

紀
子
�
も
う
謝
ら
な
い
で
l
あ
な
た
が
謝
る
姿
k
こ

れ
以
上
見
た
く
な
い
の
� 

舞
子
�…

…

美
咲
さ
ん
が
k
謝
x
て
る
み
た
い
だ
か

ら
？
� 

紀
子

�
-

絶
句

0
� 
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舞
子
か
ら
離
れ
る
紀
子
l 

紀
子
に
一
礼
し
k
病
室
を
飛
び
出
す
舞
子
l 

呼
び
止
め
る
紀
子
の
声
を
振
り
切
り
k
廊
下
を

一
人
k
逃
げ
る
よ
う
に
去
る
l 

-
舞
子
の
回
想
終
わ
り
0 

 
 〇

同
・
２
０
２
号
室 

亮
二
Ａ
Ｉ
と
会
話
し
て
い
る
舞
子
l 

舞
子
�
結
局
k
私
も
あ
な
た
と
同
じ
l
誰
か
別
の
人

に
似
せ
ら
れ
k
そ
の
人
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
k
代

わ
り
を
務
め
る
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…

…

� 

舞
子
�
だ
と
し
た
ら
k
私
も
あ
な
た
も
k
こ
の
世
に

存
在
す
る
意
味
x
て
あ
る
の
か
し
ら
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…
…

お
前
は
い
つ
も
考
え
す
ぎ
だ
� 

舞
子
�
そ
う
や
x
て
k
ご
ま
か
す
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…

…

� 

舞
子
�
で
も
本
当
に
k
私
に
は
k
あ
な
た
し
か
い
な

か
x
た
よ
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…

…

� 
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舞
子
�
あ
な
た
は
k
ど
う
だ
x
た
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
俺
も…

…

舞
子
を
愛
し
て
た
� 

舞
子
�…

…

嘘
つ
き
� 

突
然
電
子
音
が
鳴
る
l 

柏
木
の
声
�
サ
�
バ
�
の
耐
熱
が
限
界
に
達
し
ま 

し
た
l
今
回
の
実
験
は
終
了
で
す
� 

舞
子
�…

…

� 

柏
木
の
声
�
大
丈
夫
で
す
か
？
� 

舞
子
�…

…

え
え
� 

 
 〇

病
院
・
美
咲
の
病
室
-
夜
0 

病
室
の
ベ
f
ド
を
見
て
い
る
舞
子
l 

ベ
f
ド
の
上
に
は
k
人
口
呼
吸
器
に
つ
な
が
れ

て
眠
る
美
咲
が
い
る
l 

舞
子
�
電
源
が
k
落
ち
な
い
限
り…

…

� 

ふ
と
k
横
に
あ
る
人
工
心
肺
装
置
の
電
源
ス
イ

f
チ
に
手
を
伸
ば
す
美
咲
l 

ス
イ
f
チ
を
押
そ
う
と
す
る
が
k
手
が
震
え
て

押
せ
な
い
l 
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〇
同
・
屋
上
-
夜
0 

風
が
吹
き
す
さ
ぶ
屋
上
l 

手
す
り
を
乗
り
越
え
k
そ
の
淵
に
立
x
て
い
る

舞
子
l 

恐
る
恐
る
下
を
の
ぞ
く
と
k
眼
下
に
は
真
x
暗

な
闇
が
広
が
x
て
い
る
l 

目
を
閉
じ
k
身
を
乗
り
出
す
l 

と
k
後
ろ
か
ら
k 

柏
木
の
声
�
聞
き
た
い
事
が
k
ま
だ
残
x
て
る
ん
じ

G
な
い
ん
で
す
か
？
� 

舞
子
�…

…

� 

目
を
開
け
k
振
り
返
る
と
そ
こ
に
柏
木
と
小
林

が
い
る
l 

舞
子
�…

…

ど
う
し
て
k
こ
こ
が
？
� 

小
林
�
亮
二
さ
ん
の
携
帯
k
も
x
て
ま
す
よ
ね
？
� 

舞
子
�…
…

� 

小
林
�
ス
キ
ã
ニ
ン
グ
の
際
k
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
ト
レ
�
ス

し
て
ま
す
か
ら
� 

舞
子
�…

…

プ
ラ
イ
バ
シ
�
の
侵
害
で
す
� 

小
林
�
最
初
の
規
約
に
書
い
て
あ
り
ま
す
� 
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舞
子
�…

…

� 

舞
子
k
足
を
一
歩
踏
み
出
す
l 

柏
木
�
亮
二
さ
ん
の
Ａ
Ｉ
ø
完
成
し
ま
し
た
よ
� 

舞
子
k
足
を
止
め
る
l 

舞
子
�
こ
ん
な
の
や
x
ぱ
り
k
無
意
味
で
す
� 

柏
木
�…

…
� 

舞
子
�
な
に
や
x
た
x
て
k
聞
い
た
x
て
k
結
局
k

亮
二
さ
ん
は
戻
x
て
こ
な
い
� 

柏
木
�…

…

� 

舞
子
�
Ａ
Ｉ
が
亮
二
さ
ん
に
近
づ
く
ほ
ど
k
そ
う
思

う
ん
で
す
� 

柏
木
�
わ
か
り
ま
す
� 

舞
子
�
あ
な
た
に
何
が
わ
か
る
x
て
い
う
の
？
� 

柏
木
�
わ
か
る
ん
で
す
� 

舞
子
�
嘘
！
� 

亮
二
の
声
�
舞
子
k
何
や
x
て
ん
だ
バ
カ
！

 

人
を

嘘
つ
き
呼
ば
わ
り
し
て
� 

舞
子
�
！
� 

小
林
k
ス
ピ
�
カ
�
と
Ａ
Ｉ
デ
バ
イ
ス
を
接
続

し
て
い
る
l 
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亮
二
の
声
�
今
す
ぐ
k
こ
x
ち
に
こ
い
！
� 

舞
子
�
や
め
て
k
そ
の
機
械
止
め
て
！
� 

亮
二
の
声
�
言
x
た
だ
ろ
k
大
切
に
想
x
て
る
ん
だ

よ
！ 

大
切
な
ん
だ
か
ら…

…

や
め
て
く
れ
よ
k

そ
ん
な
真
似…

…

！
� 

舞
子
�…

…
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
い
う
の
！
� 

柏
木
・
小
林
�…

…
� 

舞
子
�
ど
う
し
て
今
k
そ
ん
な
事
い
う
の
よ
！
� 

一
瞬
k
頭
を
抱
え
て
座
り
込
む
舞
子
l 

小
林
が
素
早
く
近
づ
い
て
k
舞
子
の
身
体
を
捕

ま
え
る
l 

振
り
ほ
ど
こ
う
と
暴
れ
る
舞
子
を
k
柏
木
も
押

さ
え
る
l 

激
し
い
息
を
す
る
３
人
l 

亮
二
の
声
�…
…

い
い
男
だ
か
ら
だ
よ
� 

柏
木
・
小
林
・
舞
子
�…

…

� 

亮
二
の
声
�
い
い
男
だ
か
ら…

…

も
x
と
褒
め
て
� 

舞
子
�…

…

い
や
だ
� 

亮
二
の
声
�
ほ
め
て
� 

舞
子
�…

…

絶
対
イ
ヤ
� 



 49 

少
し
笑
顔
に
な
る
舞
子
l 

柏
木
と
小
林
k
顔
を
見
合
わ
せ
て
安
堵
す
る
l 

 

〇
ラ
ベ
ン
ダ
�
畑
-
日
替
わ
り
0 

ゴ
�
グ
ル
を
つ
け
k
Ａ
Ｒ
で
表
示
さ
れ
る
亮
二

と
手
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
k
満
開
の
ラ
ベ
ン
ダ
�

畑
を
歩
い
て
い
る
舞
子
l 

舞
子
�…

…

こ
こ
k
美
咲
さ
ん
と
の
初
デ
�
ト
の
場

所
な
ん
で
し
¸
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
あ
あ
k
そ
う
だ
よ
� 

舞
子
�
私
を
k
平
気
な
顔
で
連
れ
て
き
た
の
ね
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
あ
あ
k
そ
う
だ
� 

舞
子
�
ど
う
し
て
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
俺
が
k
一
番
好
き
な
場
所
だ
か
ら
� 

蝶
が
k
舞
子
の
周
り
を
舞
x
て
い
る
l 

舞
子
�…
…

美
咲
さ
ん
k
初
デ
�
ト
の
時
k
綺
麗
だ

x
た
？
� 

亮
二
Ａ
ｉ
�
凄
く
k
綺
麗
だ
x
た
� 

舞
子
�
私
と
ど
x
ち
が
綺
麗
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
ど
x
ち
も
� 
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舞
子
�
最
悪…

…

� 

笑
x
て
歩
く
舞
子
l 

舞
子
k
ふ
と
立
ち
止
ま
り
k
亮
二
の
Ａ
Ｒ
を
真

x
す
ぐ
見
つ
め
k 

舞
子
�
あ
な
た
が
愛
し
て
た
の
は
k
私
？

 

そ
れ
と

も
美
咲
さ
ん
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
そ
れ
は…

…

� 

舞
子
�
x
て
k
ず
x
と
聞
こ
う
と
思
x
て
た
け
ど

…
…

そ
れ
x
て
k
全
然
意
味
が
な
い
x
て
k
や
x

と
気
づ
い
た
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…

…

� 

舞
子
�
だ
x
て
k
あ
な
た
嘘
つ
き
だ
し
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
ひ
ど
い
� 

舞
子
�
Ａ
Ｉ
だ
x
て
k
１
０
０
％
の
亮
二
さ
ん
に
な

x
ち
G
x
た
ら
k
間
違
い
な
く
k
嘘
つ
き
だ
し
ね
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�…

…

� 

舞
子
�
で
も
ね
k
も
し
あ
な
た
が
嘘
つ
き
で
k
こ
の

世
界
が
k
造
り
物
の
嘘
ば
x
か
り
だ
x
た
と
し
て

も
k
こ
れ
だ
け
は
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
？
� 

亮
二
Ａ
Ｉ
�
？
� 
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舞
子
�…

…

こ
の
ま
ま
ず
x
と…

…

あ
な
た
の
事
を
k

勝
手
に
好
き
で
い
て
良
い
で
す
か
？
� 

う
な
ず
く
亮
二
の
Ａ
Ｒ
l 

そ
れ
を
見
て
k
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
舞
子
l 

 

〇
美
咲
の
病
室 

人
工
心
肺
装
置
に
つ
な
が
り
k
ベ
f
ド
で
寝
て

い
る
美
咲
l 

そ
の
傍
ら
の
花
瓶
に
は
k
満
開
の
ラ
ベ
ン
ダ
�

の
花
束
が
い
け
て
あ
る
l 

 
 〇

柏
木
の
家
-
日
替
わ
り
0 

玄
関
の
前
に
立
つ
柏
木
と
小
林
に
深
く
頭
を
下

げ
て
い
る
舞
子
l 

す
x
き
り
と
し
た
顔
で
帰
x
て
い
く
l 

 
 〇
同
・
室
内 

ス
キ
ã
ン
し
た
亮
二
の
素
材
を
段
ボ
�
ル
に
ま

と
め
て
い
る
小
林
と
柏
木
l 

小
林
�
で
も
k
先
生
も
甘
す
ぎ
ま
す
よ
ね
� 
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柏
木
�
何
が
で
す
？
� 

小
林
�
亮
二
さ
ん
の
Ａ
Ｉ
に
舞
子
さ
ん
を
愛
し
て
る

x
て
無
理
や
り
い
わ
せ
る
な
ん
て…

…

ま
あ
k
全

然
信
用
さ
れ
て
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
� 

柏
木
�
私
は
何
も
し
て
ま
せ
ん
よ
� 

小
林
�
嘘
だ
� 

柏
木
k
整
理
中
の
書
類
の
束
か
ら
一
枚
の
紙
を

取
り
出
し
k
小
林
に
見
せ
る
l 

そ
れ
は
舞
子
と
亮
二
の
婚
姻
届
け
l 

柏
木
�
亮
二
さ
ん
が
内
々
準
備
し
て
た
み
た
い
で
す

ね
� 

小
林
�
こ
れ
k
舞
子
さ
ん
は
？
� 

柏
木
�
ご
存
知
な
い
で
し
¸
う
l
こ
れ
だ
け
の
書
類

に
紛
れ
て
い
て
は
� 

小
林
�
教
え
た
ら
き
x
と
喜
び
ま
す
よ
！
� 

柏
木
�
で
し
¸
う
ね
� 

小
林
�
い
つ
か
本
当
に
k
結
婚
す
る
つ
も
り
だ
x
た

ん
だ
� 

柏
木
�
い
い
え
l
こ
の
書
類
の
真
意
は
k
亡
く
な
x

た
亮
二
さ
ん
に
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
よ
？
� 
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小
林
�
そ
う
で
す
け
ど
� 

柏
木
�
と
も
か
く
小
林
く
ん
l
こ
ち
ら
の
情
報
は
k

Ａ
Ｉ
に
し
x
か
り
イ
ン
プ
f
ト
さ
れ
て
い
た
l
私

が
嘘
を
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
k
証
明
さ
れ
ま
し

た
ね
� 

小
林
�…

…
� 

柏
木
�
我
々
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
k
も
x
と
自
信
を
も

ち
な
さ
い
� 

小
林
の
肩
を
叩
き
k
奥
の
部
屋
に
去
x
て
い
く

柏
木
l 

 
 〇

同
・
外
観
-
深
夜
0 

夜
の
闇
の
中
k
空
に
は
月
と
k
満
天
の
星
l 

 
 〇

同
・
柏
木
の
寝
室
-
深
夜
0 

暗
が
り
の
中
k
そ
x
と
室
内
を
歩
く
人
影
l 

そ
れ
は
小
林
l 

傍
ら
の
粗
末
な
ベ
f
ド
で
寝
て
い
る
柏
木
の
そ

ば
を
静
か
に
通
り
す
ぎ
k
奥
の
小
部
屋
に
進
ん

で
い
く
l 
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 〇

同
・
奥
の
小
部
屋 

サ
�
バ
�
の
タ
ワ
�
が
並
ぶ
l 

J
Ｍ
Ｋ
M
の
サ
�
バ
を
前
に
し
k
手
に
持
x
て

い
た
大
型
ハ
ン
マ
�
を
振
り
か
ぶ
る
小
林
l 

悲
し
い
顔
で
サ
�
バ
�
を
見
つ
め
る
l
が
k
金

づ
ち
を
振
り
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
な
い
l 

小
林
�…

…

� 

踵
を
返
す
小
林
l 

 

〇
同
・
柏
木
の
寝
室
-
深
夜
0 

小
林
が
柏
木
の
傍
を
通
り
過
ぎ
る
l 

眠
x
て
い
た
よ
う
に
見
え
て
い
た
柏
木
k
静
か

に
目
を
開
け
る
l 

 
 二
話
に
続
く
l 


